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図 3 駿河湾と周辺の地震活動の例
殻変動が停滞傾向にあること等から，この海域と周 地震活動と地下の流体運動との微細な因果関係が推
辺の地殻活動の推移が注目される。M 6 クラスの地 定されている。駿河湾下の地殻の挙動を詳細に把握
震予知実験に取り組んでいる米国カリフォルニア中 するため，海域を含む定常観測の拡充も重要と思わ
部のパー クフィール ドでは，その欄密な観測ネット れる。
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定 し，将来の予測に役立て よう としている。しかし
ながら，過去の津波記録は， 沿岸での痕跡高，あ る
いは検潮記録 しかない。痕跡高は，沿岸付近の地形
で大きく 異な り ，検潮記録は，潮汐等の長い周期を
持った波のための観測施設なので，津波を正確には
記録しない。震源域での地殻変動の空間的な不均一








あ り ，その中の中村地区の飛島総合セン ター前の岸
壁に観測装置を設置した。
図 3は，観測装置のシステ ム 図である。津波の記
録を忠実に捉える ため，超音波式波高計を採用した。
原理は，超音波で海面を叩き 反射波の返って くる時
間 を計測し潮位を計測するも のである 。一般の検潮
儀 と 異なり ，導水管等を通さ ずに潮位が計測でき る
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津波観測装置全景 ： 岸壁 より張り出した支柱の先に超音波波高計測装置が取り付け
てある。
津波観測装置 ： 観測装置全体は直径45 cmのコンクリー ト柱にステンレス製の横棒、
ふれ留め等で固定されている。
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ので，周期の短いも のか ら ，長いも のま で正確に観
測するこ とができ る。音速が温度に関係する ので温
度補償機能が付加 さ れてお り ，分解能は4 mm, サ
ン プリングは10秒に設定した。また災害時の停電に
供え，無停電装置を設けた。電気の供給が止まっ て
か ら約 4 時間はシステムが稼働可能である。デー タ
はテレ メー タ により ，酒田市役所に送 ら れ，ハー ド
デイス ク ，フ ロッ ピー デイス ク に保存さ れる。保存
さ れたデー タ は， 1 ヶ 月に 1度研究室に送 ら れてく
る。
図 4は95年11月16日の観測デー タ である。24時間
のデー タ を 6 時間毎に （実際には）色分けし表示し
ている。 日本海側は潮差が少なく ほぼ平坦な記録に
な る 。重なっ て見に くくな る の をさ ける ため にバイ
アスをかけてある。 この ような記録は，飛島総合セ






握するこ とができ る。過去の津波のシミ ュ レー シ ョ
ン等と 組み合わせ，過去の津波を起こ した地殻変動
の状況，あるいは，沿岸域での津波の増幅過程等を





係者に ご理解を頂 き ，様々な助力 をして頂いたこ と
に感謝したい。
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